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ひさ広報あ

-' ¥ , 
水野稲子さん
昭和22年生

(tll•毒辻｝

あ
な
た
に
と
っ
て
日
年
は
？

仕
が
と
育
児
に
追
わ
れ
、
あ
っ
と

い
う
問
に
過
ぎ
た
1
年
で
し
た
が
、

ま
あ
幸
せ
な
l
年
だ
勺
た
と
思
い
ま
す
‘

来
年
は
ど
ん
な
年
に
？

子
供
に
も
予
が
か
か
・
句
な
く
な
り
、

時
代
に
乗
り
遅
れ
な
い
よ
っ
、
ス
ポ

ー
ツ
や
世
の
弘
北
械
を
深
め
る
な
ど
、

い
ろ
ん
な
事
に
挑
戦
し
た
で
す
。

町
行
政
に
望
む
・
』
と

鋭
戦
維
で
町
外
に
行
く
む
私
刊
を
見

る
に
つ
け
、

um阪
的
な
企
業
法
放
で

活
力
あ
る
町
に
し
て
ほ
し
い
で
す
。

寺田 としさん
大iF.12年使
(i~t栄町｝

ひ
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あ
な
た
に
と
っ
て
引
年
は
？

係
も
7
人
日
を
迎
え
、
何
け
い
か
山
本

し
く
忙
し
い

l
年
て
し
た
伶

来
年
は
ど
ん
な
年
に
？

健
康
で
だ
れ
と
で
も
米
し
く
ぷ
り

へH
い
た
い
。
ま
た
、
経
味
を
広
げ
て

伐
る
人
生
争
丸
木
し
み
た
い
“

町
行
政
に
望
ト
む
こ
と

州
い
山
舗
な
観
光
資
減
少
年
か
し
て
ほ

し
い
。
ま
た
、
ぶ
れ
者
が

U
タ
ー
ン
し

て
く
る
魅
力
あ
る
町
を
惣
み
ま
す
。

さ広報あ

日
年
も
、
そ
ろ
そ
ろ
終
わ
り
を
告
げ
よ
う
と

し
て
い
ま
す
。
さ
て
、
日
年
に
は
、
当
町
に
と

っ
て
長
年
の
懸
素
で
あ
り
ま
し
た
朝
日
中
学
校

も
開
校
し
、
朝
日
発
電
も
計
画
か
ら
実
絡
に
。

将
来
の
町
発
展
の
礎
と
も
な
る
大
き
な
で
き
事

が
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
こ
の
年

の
お
も
な
で
き
事
を
、
広
報
紙
の
な
か
か
ら
姶

っ
て
み
ま
し
た
。

朝

日

中

学

校

が

開

校

附
利
同
年
度
か
ら
3
ヵ
年
品
川
酬
で
、

総
［
叫
川
口
信
5
「
力
川
を
代
し
て
池

山
門
叫
が
進
め
ら
れ
て
い
た
新
校
合
も
、

3

H
に
は
完
成
し
ま
し
た
s

こ
の
た
め
、

l

、
l
u吋
，
ん
・
h

〈

C
Hリ
山え，人九、

η

i

，
！
h
t
H
Y
b
T
て合
u
s
T
I
L’Jnσ

年
の
桜
山
凡
に
終
什
符
を
打
つ
閉
校
式
が

3
M
7
H
に
行
わ
れ
、

4
川

l
H
か
ら

向
絞
を
統
介
し
た
制
U
小
川子
校
と
し
て
、

新
絞
合
で
併
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
，

新
絞
合
は
、
鉄
筋
コ
ン

7
リ
l
ト
造
リ

3
附
往
で
、
延
べ

7
3
5
8・十

n
f
ι
b
’B
q
’
M
 

’喝
庁v
aT
r
’t
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γ
の
体
行
飴

｛附
ト
体
行針郎、

附
ド
り
．h
u
hを
収
れ
で
き
る
ラ

ン
チ
ル
｜
ム
）
、
火
山
川
教
品
川
の

し
し
教
・一
以
ー
な
ど
が
い
ゆ
愉
さ
れ
た

泣
代
的
な
地
設
で
す

こ
の
新
し
い
ハ
よ
そ
町
を
判

う
新
し
い
多
く
の
人
U

刊
か
行
つ

こ
と
で
し
ょ
う

町
長
と
議
会
議
員
選
挙
を
実
施

小
川
獅

～
氏
か
4
川
部
川
、
位
以
卜

の
郎
A
H
を
川
山
に

M
lぷ
を
悦
山
さ
れ
．

M
任
に
川
立
を
ボ
め
る
臨
時
泌
公
カ
5

川
l
H
に
川
か
れ
、
ゆ
必
さ
れ
ま
しれん

こ
の
た
め
間
以
選
や
は
、
－
わ
け
5
H

に
行
が
さ
れ
た
も
の
の
‘
ハ
｝
川
夫
氏
以

外
に
h

仏
似
仙
れ
か
ら
く
、

w．…川一明勺’て’十

九
吋
だ
℃
一
－
uリ
〈・
ヱ
山4
t
k

自：
l
t
H
i
－

－

h
i

直
則
的
寸
1
・－

T
・7
削
川
町
議

i
l
i－
－

i

』

』

’

九
五
泌
一
川
辺
地
r
は
、
uo
川
u
n
H
に
位
以
が

’
れ
わ
れ
、
即
日
閉
店
の
判
決
、

Mm
ヤ引の

新
淡
い
川
山
町
決
ま
リ
ま
し
た

し
か
し
、
ド

μ
2人
の
川
川
県
いか
川
数

で
花
ん
だ
た
め
、
公
選
法
的
’
ゑ
2
．爪
に

比例
づ
き
、
州
選
で
以
後
の
中
t
巡
討
を
決

め
る
川
内
例
の
ケ
｜
ス
で
し
た

ま
た
、

朝
日
小
川
発
電
所
が
着
工
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日
・
・
花
伝
一
州
を
へ
H

わ

せ
5
じり
7
「
山
閉
そ
党
濯
す

る
も
の
で
、
川
’
A
あ
る
町

づ
く
リ
の
院
と
し
て
大
き

な
則
刊
し
か
げ
冷
せ
・
け
れ
て
い

ま
す

~ ~1 t 
ま
し
た

制
名
が
新
成
人
に
。

〈

q
u

日
付V

－
7
日、

一山
・
小
川
山
中
川
f
校
が
聞
い
代

．
総
へ
H

グ
ラ
ウ
ン
ド
に
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス

が
ぷ
山
仇
さ
れ
る
。

〈

nu守
同

月

V

・
1
日、

判
日
小
川
1
校
が
開
佼

．
不
動
泣
い
』大
佐
川
跡
を
侮

κ

5 

月
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あ
な
た
に
と
っ
て
日
年
は
？

病
気
も
な
く
、
字
経
円
満
で
、
大

勢
の
友
達
か
ら
も
山
を
か
け
て
も
ら

い
字
せ
な
年
で
し
た
ζ

来
年
は
ど
ん
な
年
に
？

友
を
大
切
に
し
て
来
し
い
人
生
を

・
！
日
、
小
川
・
縦

一
氏
町
以
を
日川行

，、
J:) c: 
II v 

月新
町
公
に
’
J
的
文
氏

開

n
v

－
l
り
か
ら
ゴ
ミ
収
集
を
同
川
を
託

；

J

i

l

－
 

－
一初
日
、
州
ド
イ
ツ
ス
ホ
｜
ツ
少
年
川

t
rj
 

j
M
q
m田

〈

Q
U

〈

7 

月町
議
会
淡
い
川
泌
ネ
が
行
わ
れ
、

川
ヤ
引
の
新
淡
い
川
が
決
ま
る

l
t
aL
〉

1
・0川
b
i
・
L
la－－

．
・汁・出
ピドグ
H
J
U
H剖
山
仇

HF41州川
i
・刀イ
ン

タ
ー
ハ
イ
に
山
州
場
、
九
九
似
に
人
代

・ο
D
H
U

止－｝今・

1

J
』

1
L

町
行
政
に
望
仁
こ
と

大
勢
の
人
が
集
ま
り
、
日
刊
々
の
似

し
物
が
で
き
る
町
民
文
化
合
航
が
あ

れ
ば
い
い
と
思
い
ま
す

川
口
町
少
年
消
防
ク
ラ
ブ
カ

結
成
さ
れ
る

4
川
、
し
ム
或
1
1T
行
事

Y
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川
司
カ

V
4
1

．・
4守

2
1
、

l
i
 大
相
以
料
川
明
叫
が
州
市

〈

H
H
R
n
v

h
μ
l
州

W
H
A
1
H
M叫

刈
の
起
［
式

・
日

uか・り
・山
駅
に
も
特

2
か
い
作
中

〈
門
M

同
月
V

－
初
日
、
参
議
院
議
川
補
欠
選
挙

－M
J
W

・
一充
電

あ
な
た
に
と
っ
て
日
年
は
？

川
畑
・
以
や
旅
行
な
ど
に
父
市
川
本
な
似
け

が
送
れ
ま
し
た

来
年
は
ど
ん
な
年
に
？

犯
と
μ
f－Y」
M
m
ly
－
－
代
続
い
た
州
知

年
中
ま
れ
で
す
ま
た
引
払
述
犬
M
mは

’T
M
m式
を
迎
え
る
の
で
、
「
供
述
が

旅
行
に
行
け
と
J
～
て
く
れ
ま
す

い
い
年
に
な
リ
そ
ー
で
す
の

町
行
政
に
望
仁
－
－
と

川f
校
教
育
の
見
附
し
と
ん
ル
町
あ
げ

て
の
行
少
年
行
成
卒
、

nu寸
広

lvnt

＠ 
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h
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－
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ae、4
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耐
附

あ
な
た
に
と
っ
て
引
年
は
？

伝
学
業
務
に
作
わ
リ
、
お
安
M
mと

依
す
る
こ
と
で
、
改
め
て
同
鉄
の
山
政

か
れ
て
い
る
現
状
を
肌
で
感
じ
た
。

来
年
は
ど
ん
な
年
に
？

自
分
の
仕
併
に
誇
リ
と
が
び
会
』
感

じ
て
わ
ね
り
、
こ
の
火
作
を
仕
が
に
ぶ

つ
け
、
同
鉄
の
イ
メ
ー
ジ
を
少
し
で

も
民
く
し
た
い
ら

町
行
政
に
望
む
こ
と

今
年
か
ら
特
急
が
仲
小
す
る
よ
・
ー

に
な
ご
ん
q

災
し
い
’
H
然
の
引
払
述
の
町

を
も
っ
と
い
仏
〈
ア
ピ
ー
ル
す
べ
き
で
す

高瀬宣憎さん
ll{lf1122"1'・’I:
(JI：ノ lI) 

あ
な
た
に
と
っ
て
引
年
は
？

f
供
が
小
川
F
絞
に
・
八
円
f
し
、
，
ト
川
刊

の
将
山
本
や
・
伐
と
し
て
の
山
任
の
吊
さ

ふ
成
佐
じ
る
よ
う
に
な
リ
ま
し
た

来
年
は
ど
ん
な
年
に
？

他
山
吠
竹
川
町
に
～川
川
・
ふ
し
、
日
常
－
H

・・・川

や
仕
が
で
よ
リ
ゎ
花
山
た
し
た
怖
い
の
な

い
一
年
を
辺
り
？
・
い
と
川
心
い
ま
す
・

町
行
政
に
望
ト
む
こ
と

、川’
A
に
仙
九
れ
九
州
u
h
け
れ
る
一
叫
卜

J

（
j

h

リよ、
H

児
と
也
火
山
崎
市
J

h

－M

’
I

、
，

c
：
J

I
－
－

7
1
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針
校
備
事
業
を
よ
り
允
突
さ
れ
た
い

水島行雄さん
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あ
な
た
に
と
っ
て
引
年
は
？

今
年
は
．
小
況
と
ヘ
川
辺
の
wwqけで
非

常
に
厳
し
い
年
で
し
た
，
ま
た
．
体

制
州
を
似
す
な
ど
．
小
本
立
な
年
で
し
た

来
年
は
ど
ん
な
年
に
？

健
康
に
机
立
し
、
九
K
L
H
で
仕
が
に

取
り
制
み
た
い

町
行
政
に
望
仁
－
－
と

．K
則
を
民
法
し
、
後
予
に

M
ら
な

い
先
取
り
し
た
行
政
の
実
施
竜

'-/ 

3~ 

' 
人
勝原 理さん
人・ir.121r’j: 
C1W米経）

あ
な
た
に
と
っ
て
引
年
は
？

－U
午

μ｝川川
v

、
た
れ
こ
必
ド
ド
ト
十
．

J
j
i－
－

1
！
l
i
・

’

川
形
態
が
会
わ
，
れ
’
～思
い
山
ム
る
年

で
し
た
．

来
年
は
ど
ん
な
年
に
？

い
つ
の
ま
に
か
在
年
間
に
人
リ
ま

し
た
が
妖
州
立
災
で
光
定
し
た
年
を

浴
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

町
行
政
に
望
ト
む
こ
と

①
ス
｜
ハ

｜
剛
批
准
の
池
ぷ
促
進

命
祈
日
中
川
f
泊
予
道
路
の
安
ん
十
対
決

。

仁
地
改
・
川
氏
、
み
林
組
へ
い
を
役
均
内

に
入
れ
れ
ば
住
民
に
と
勺
て
悦
列
ゅ
＠
 



ひ

除
雪
車
に
よ
る
玄
関
先
の
雪
や
屋

倦
ぢ
は
そ
れ
ぞ
れ
の
家
庭
で
俳
台
処
埋

し
て
く
ど
さ
い
．

さ広報あ

み
ん
な
の
協
力
で
ノ

い
よ
い
よ
勺
の
李
節
で
す
．品
、
追
も

快
遁
で
安
全
な
交
通
を
低
保
す
る
た
め
、

除
勺
体
制
を
整
え
て
待
出
向
し
て
い
ま
す
ω

除・十
a
効
附
木
字
詰
め
る
た
め
に
．
み
な
・

さ
ん
の
術
極
的
な
協
力
を
お
削
い
し
ま

す
。除

雪

時

間

は

？

降
4
1状
況
に
よ
り
遁
立
実
施
し
ま
ず

が
、
泊
動
泊
予
に
あ
わ
せ
H
卜
削
削
除
・
吋
を

爪
山
…
と
し
ま
す
”

路
上
駐
車
は
や
め
て

が
の
山
町
ト
斑
滋
は
除
勺
作
業
を
妨
げ

る
ば
か
り
か
、
ド
カ
勺
が
時
勺
た
リ
吹

・吋
の
と
き
に
は
判
別
が
で
主
守
、
除
4
7
1

山
中
が
衝
突
す
る
危
険
が
あ
リ
ま
す
ω

政
隊
駐
市
平
の
場
合
は
、
み
出
帆
等
で
山
小

一
船
を
炎
・r小
し
、
逆
転
者
の
一
的
ル
似
を
明
・
り

か
に
し
た
メ
モ
を
置
い
て
く
だ
さ
い
。

家
の
前
の
雪
は

般
書
の
防
立
の

定
め
巳
撮
抽
闘
を

f

除
勺
ボ
に
よ
る
被
山
台
多
』
受
け
や
す
い

道
路
沿
い
の
物
件

（航
木
、
へ
い
州
、

味
僻
等
）
に
は
訟
立
際
滋

（み
衡
を
付

け
た
サ
オ
｝
な
ど
会
設
け
て
く
だ
さ
い
。

ロ
月
1
日
（
J1
月
叩
日
は

年
末
・
年
始
の

交
通
安
全
県
民
運
動
を
実
施
ノ
．

ひ

H
月
日
日
か
ら
特
急
が
上
り

・
下
リ

各
2
本
ず
つ
停
車
し
、
首
都
圏
へ
の
臼

帰
り
や
逆
に
東
京
か
ら
泊
ま
で
の
日
制

リ
旅
行
が
可
能
に
な
リ
ま
し
た
。
せ
っ

か
く
止
ま
っ
た
特
急
で
す
。
皆
さ
ん
大

い
に
利
用
し
て
く
だ
さ
い
．
ま
た
、
皆

さ
ん
の
綬
戚
の
方
々
に
も
利
用
す
る
よ

う
呼
び
鈴
け
て
く
だ
さ
い
・

き
て
、
特
急
の
停
車
と
と
も
に
次
の

点
で
改
普
さ
れ
、
皆
さ
ん
が
泊
駅
多
利

用
し
や
す
く
な
リ
ま
し
た
・

さ広報あ

年
末
・
年
始
は
と
か
く
れ
ぜ
わ
し
さ

と
交
通
泌
維
か
・
句
、
交
通
市
中
依
の
多
発

が
予
想
さ
れ
ま
す
。
県
内
の
い
父
泊
中
引
依

に
よ
る
死
亡
者
は
、
す
で
に
前
年
の
舵

名
歩
王
国
っ
て
わ
ね
り
、
今
作
十
刀
．
仰
で
安
全

巡
転
の
的
’
打
が
川
町
び
か
け
ら
れ
て
い
ま

す。
日
月
に
入
り
、
こ
れ
か
ら
は
忘
年
会

な
ど
飲
桝
の
機
会
が
多
く
な
る
と
思
い

ま
す
が
、

一
人
ひ
と
リ
の
強
い
れ
党
と

行
動
に
よ
り
、
飲
漏
川
連
転
な
ど
の
昆
…ぷ

運
転
は
絶
対
に
や
め
、
交
通
ル

l
ル
と

マ
ナ
ー
を
守
リ
、
交
通
市
宇
佐
を
起
こ
さ

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

定
期
券
で
特
急
を

泊
駅
で
は
、
北
韓
す
の
内
由
席
に
限

り
、
通
勤
・
通
宅
－
延
期
券
会
』
利
用
し
、

特
急
券
を
お
求
め
に
な
れ
ば
、
お
山
l

糸
魚
川
間
の
乗
車
が
で
き
ま
す
。

手
荷
物
・
小
荷
物
の

取
扱
い
時
間
が
延
長

手
荷
物

・
小
荷
物
の
取
級
い
時
間
は

l
時
間
延
長
し
、
午
前
8
時
ぬ
分
か
ら

午
後
6
時
（
従
来
は
午
後
5
時
ま
で
）

ま
で
と
な
り
ま
し
た
．

11 
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生
活
道
路
は

み
ん
怠
で
除
雪
を

後
凶
慨
除
十
a
に
も
限
度
が
あ
り
ま
す
の

で
、
総
務
内
の
生
前
道
路
は
肝
市
の
み

な
さ
ん
で
除
勺
し
て
く
だ
さ
い
h

苦
情
・
要
望
は

町
内
会
を
通
じ
て

同
切
な
除
勺
定
態
に
刈
し
、
ま
ず
花

！
l
l
l

・
’・

；

：
1

；
L

J

？
を
お
悩
い
し
こ
心
見
守
川
村
は
て

き
る
ど
け
町
内
九
－

aHを泊
じ
て
く
ど

さ
い各

道

路

の

除
雪
担
当
連
絡
先
は

川
辺
M
町佳
品
以
省
民
…
郎
川
辺
仙
紙
持
山
似
品
川

｛

8
0
7
6
51
臼
1
1
7
1
4｝

県
道

1
日
山
県
人
持
土
木
下
務
所

（君
。

7
6
5
1
η
1
1
1
3
3）

町
道

I
朝
日
町
役
場
内
除
勺
本
部

（
宮

3
1
1
1
0
0）

（
時
間
外
向
通
告
3
1
1
1
0
4
｝

ま
た
、
山
本
山
砲
で
し
父
娘
夫
t
に
つ
い

て
訴
し
へ
H

い
、
以
い
に
け
山
立
し
ま
し
ょ

－q
，。運
動
の
重
点

V
飲
柄
、

u帯
定
逆
転
の
防
止

V
山m勺
、
凍
結
時
の
交
通
事
政
防
止

マ
シ
l
ト
ベ
ル
ト
の
桁
川

安
全
運
転
5
つ
の
原
則

。

東
京
が
ぐ
ん
と
近
く
に

卜L
越
新
特
似
の
刷
業
に
作
・
ー
ダ
イ
ヤ

改
正
で
的
釈
に
も
停
が
す
る
・
』
と
に
な

っ
た
北
鎗
i
サ

｛的
駅
党
7
時
4
分
）

に
飛
車
す
れ
ば
、
以
凶
に
お
時
日
分
有

日
分
の
待
ち
合
わ
せ
で
ト
h

凶
崎
新
斡
線

勿
あ
さ
ひ
削
サ
匂
一h
k
同時兆
9
時
日
分
）

に
品
取
り
地
問
え
、
大
山
に
叩
時
制
分
府
、
れ

分
の
待
ち
ん
H

わ
せ
で
リ
レ
ー
は
サ
（
大

山
発
日
時
l
分
）
に
来
リ
換
え
、
上
野

に
日
時
幻
分
に
到
清
す
る
・
こ
の
こ
と

は
、
こ
れ
ま
で
（
泊
8
時
l
分
常
通
州

市
、
糸
魚
川
で
8
時
特
分
発
白
山
2
H
V

に
品
取
り
換
え
上
野
芯
M
時
）
よ
り
約
l

時
間
却
分
も
制
織
で
き
る
ほ
か
、
人
情
行

駅
で
来
れ
る
の
山
に
比
べ
て
も
1
時
間

以
上
初
．く
な
り
ま
す
。

さ
て
州
路
は
、
上
野
発
凶
時
げ
分
の

リ
レ
｜
幻
け
に
品
取
る
と
、
大
氏
、
民
凶

で
品
取
り
燃
え
、
一
川
駅
に
却
時
幻
分
に
H

ニ
れ
ま
で
は
、
点
以
へ
行
く
と
2
れ

が
か
り
が
常
滑
刊
し
か
し
、
ニ
れ
か
ら

は
、
点
以
で
約
5
時
間
も
滞
十
代
し
、
そ

の
日
の
7
ち
に
川
屯
す
る
・
工
唱
が
吋
能

に
な
リ
ま
し
た
今

画
圏
国
昌
司
幽
画
両
国
司
国
司

私
は
、
日
月
日
目
に
、
治
駅
か
・
り
北

総
l
Hず
に
乗
っ
て
東
京
の
本
祉
の
午
後

l
時
か
ら
の
会
議
に
出
席
し
ま
し
た
・

ニ
れ
ま
で
は
、
的
駅
発
5
昨
日
分
の

ど
A
E

た
ぐ
に
々
で
な
い
と
間
に
合
い
ま

せ
ん
で
し
た
が
約
2
時
間
の
余
絡
が

で
き
ま
し
た
。
ま
た
上
抽
唱
新
M
W
線
’
u、

東
海
道
一
副
怖
に
比
べ
、
仮
動
や
泌
氏
が
な

く
快
通
で
し
た
。
便
利
に
な
勺
た
こ
と

は
却
価
で
き
る
が
、
帰
路
に
も
ヲ
少
し

出
い
列
引
が
あ
れ
ば
も
っ
と
良
か
っ
た

と
思
い
ま
す
ャ
ま
た
、

H
十
〈
北
陸
析
幹

線
が
で
き
れ
ば
：
：
；
と
患
い
ま
し
た
。 宏邦さん

小坂

置
の
な
い
道
路
は

'8'＊町（72店主）

林松さん

副
払
は
、
同
日
に
初
め
て
仰
市
し
た
北

帥暗号
で
点
点
の
Hbfの
所
に
いれ
勺
て
米

ま
し
た
，
ト
し
凶
崎
新
幹
線
は
‘

と
二
、
，u

速
に
し
か
も
山
市
山
川
に
お
い
た
コ

サ

フ
の
水
が
一
渦
も
ニ
ば
れ
な
い
打
M
M
れ

な
い
小
ま
る
で
成
行
機
に
米
勺
て
い
る

み
た
い
で
し
た
り
取
リ
撚
・
え
に
も
エ
ス

カ
レ
ー
タ
ー
が
必
け
で
あ
り
、
．
小
川
限
は

悠
じ
ま
せ
ん
で
し
た
。
タトり
5
時
叫
に

μ
叩
る
北
凶
也
が
あ
れ
ば
、
，
り
す
こ
と
な
い
と

思
い
ま
し
た
内

特
急
券
・指
定
券
の

購
入
は
泊
駅
で

特
急
券
や
桁
定
券
及
び
品
取
中

島
ザ
は
凶
鉄
線
の
ど
・
－
の
駅
で
品
取

が
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
も、

的
駅
で
発
行
で
き
ま
す
。

例
え
ば
、
人
特
で
泉
市
さ
れ

る
特
急
の
貨
必
券
や
柴
山
下
券
も

泊
駅
で
帥
購
入
で
き
ま
す
＠

ぜ
ひ
、
泊
駅
の
ご
利
川
を
ね
制

い
し
ま
す
。

_, 
〉」
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ひ

こ
れ
か
ら
衆
・
い
季
節
を
迎
え

て
、
気
に
な
る
灯
油
は
、
県
平

均
よ
り
や
や
高
〈
推
移
し
て
い

ま
す
が
、
こ
の
傾
向
は
県
西
部

で
も
み
ら
れ
、
県
の
中
心
都
市

部
で
は
、
比
較
的
安
く
な
っ
て

い
る
主
ヲ
で
す
。
ち
な
み
に
日

月
の
崎
市
に
お
け
る
最
高
価
絡
が

2
千
円
、
最
低
価
絡
が
1
6
5

6
同
で
、
調
査
店
の

M
%が
1

8
0
0円
1
1
8
4
9
円
の
聞

に
集
中
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

モ
ニ
タ
ー
に
よ
る
会
菌
の
平
均

価
格
は
1
8
2
7円
で
し
た
。

さ広報あ

町
民
生
活
安
定
対
策
の
一
環

と
し
て
食
料
品
多
争
心
に
生
活

関
連
物
資
の
価
格
調
査
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

そ
の
中
か
ら
、

加
工
食
品
、
肉
類
、
乳
卵
、
燃

料
の
4
種
類
に
分
防
て
、

4
月

か
ら
叩
月
ま
で
の
半
年
閉
め
県

平
均
と
町
内
平
均
価
格
を
比
較

し
て
み
ま
し
た
。

灯
油
の
値
動
き

ロ
月
中
に
は
、

8
月
に
つ
い

で
再
び
元
売
各
針
の
値
上
げ
が

予
想
さ
れ
、
小
売
価
格
は
少
し

官
向
く
な
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま

す
。

』司上段は県平均値絡、下段が朝日町

4 舟 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月

もめんどう」．
64 62 61 62 63 62 64 

保。 69 69 69 69 69 69 

み そ 301 320 316 307 297 318 310 
•/Jll ( l kg) 354 354 354 356 336 336 336 

妙 ’唐 288 285 268 266 258 259 254 
二E ( l kg) 298 298 268 268 258 258 268 

’見
咋 予 ダ t由 339 339 323 339 330 332 335 
(700g) :¥49 349 349 349 354 339 339 

.tb ，〈 タ 343 352 357 353 355 360 370 
(225 g) 令·~ 343 343 344 344 375 380 

＋ ;;<; 274 273 273 274 285 286 288 
(225 g) 277 279 279 281 288 294 286 

半 肉 351 354 363 360 357 353 356 

(IOOgもも ｝ 380 369 353 363 363 346 363 
I均
S畢 肉 176 178 185 191 180 184 184 

lit 
(IC訓（）gもも｝ 199 186 189 206 213 203 199 

ワインナー・ノーセージ 121 121 122 129 127 1草6 133 

( I刷、‘I) l:¥A 133 137 145 145 148 147 

総 !JP 204 203 184 189 182 198 230 
~L ( Mサ イズ10倒｝ 204 191 177 179 181 216 218 

Ill! 
キ♀ .?L 202 205 198 203 197 198 200 

I I 'd / 7) I 223 232 232 232 232 232 232 

曹眠 量I 檎 1.656 1.667 1.665 1.670 1.832 1.826 1.820 

事＋ (18' tlr.：速｝ l .710 I 710 I 710 I 722 I 818 I 878 1.866 

砂小売価格比較表 ‘

秋の叙鵬柳
沢
武
秀
氏
五

歳

入
善
町

一
宿

朝
日
町
立
泊
病
院
長

柳
沢
さ
ん
は
、
昭
和
初
年
、

現
住
の
泊
病
院
の
前
身
で
あ
る

日
本
医
療
団
泊
病
院
に
勤
務
%

そ
の
後
、
病
院
は
年J
品
、
組
合

立、

町
立
と
名
称
は
変
わ
っ
た

も
の
の
、
お
年
に
病
民
放
と
な

ら
れ
て
以
来
現
在
ま
で
M
年
間

も
そ
の
婆
織
に
あ
っ
て
診
療
に

あ
た
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

？花ミ：
：進工：
；：謙三；
与の事：
！連君子！
隣

室：
，＇.！事会l

ひさ

』

P
水
島

潔
氏

広報あ

去
る
叩
月
初
日
、
第
叩
回
花

と
紘
の
大
会
が
、
富
山
市
の
第

一
生
命
ピ
ル
で
開
催
さ
れ
、
そ

の
席
上
、
長
年
に
わ
た
り
花
い

っ
ぱ
い
運
動
事
業
の

一
環
と
し

て
、
フ
ラ
ワ
ー
ポ
ッ
ト
の
管
理

や
指
導
な
ど
、
花
と
締
に
満
ち

た
郷
土
づ
く
り
に
積
極
的
に
協

力
さ
れ
た
朝
日
町
幸
町
本
ぬ
潔

氏
が
功
労
表
彰
を
授
け
ら
れ
ま

し
た
．
ま
た
、
毎
年
花
と
触
の

普
及
の
た
め
に
県
内
の
小
中
学

生
よ
り
、
ポ
ス
タ
ー
と
縁
組
帽
を

募
集
し
て
い
ま
す
が
、
縄
市
語
部

門
で
は
泊
小
学
校
6
年
の
水
島

志
麻
さ
ん
の
『
花
や
木
は
み
ん

こ
の
間
、
泊
病
院
の
改
築
や

診
療
機
械
の
箆
備
な
ど
を
行
い
、

地
繊
の
基
幹
病
院
と
し
て
の
充

実
に
努
め
ら
れ
る
と
と
も
に

当
地
万
に
多
い
段
肺
ψ
著
の
偽

威
者
と
し
て
．
そ
の
診
療
技
術

は
高
〈
評
価
さ
れ
て
お
り
、
多

年
に
わ
た
る
医
療
関
係
の
功
績

に
よ
り
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

な
の
笑
顔
を
よ
び
ょ
せ
る
』
が

見
事
特
賞
に
遂
ば
れ
、
ポ
ス
タ

ー
部
門
で
は
泊
小
学
校
6
年
鷲

由
美
香
さ
ん
が
佳
作
に
選
ば
れ

ま
し
た
。

さ
ら
に
、
県
内
学
校
花
組
コ

ン
ク
ー
ル
で
は
、
大
家
庄
小
学

校
が
銅
賞
に
な
リ
ま
し
た
。

泊
小
学
校
6
年

d

司
水

島

志

麻

さ

ん

nu寸
F
h
v
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56年度町の決算報告

歳入
前年度に比べ

歳出

(5. 2%) 2億5,750万円

56年度町の決算報告

49億5I 136万円）

昭和56年度の決算額は一般会計と特別会計合わせて

881万円（前年度52億入歳 が増加しました

1億4,921万円（3.防）48億3,529万円）49億8,450万円（前年度出歳

・・・liiii置·ii~司・E正ヨーヨー・・・ 郷土の保全
’砂防火貯水僧設置…...・H ・－－…・967万円

砂防災無線設置…...・H ・－－……540万同

産業基盤の整備
新しいゆ殺としては．山村広場とは

場箆備を伎とした第3剣山村娠興事業

が継続事業として開始されました。

教育条件の整備
朝日中学校に係る体育館．食堂．給

食室等の建設事業の経費が対前年度比

で25.9%も下がったものの歳出総額中

では10.9%も占めています。

惨災害復旧事業……...・ H ・－－…925万円

このほかに広域倒事業負短金 8,565

万円．公償資2｛意7,630万円が歳出の主

なものです。

惨水回利用再編対策費……・6,440万円

砂.道~｛.絢4品業....・ H・..・ l i意7,118万円

惨農村総合!i'l備事業…＂l｛意2,045万円

歳入 歳出 差引

国保会計 72,410 68,515 3,895 

診療所会計 3,708 3,286 422 

簡 易水 2,762 2,718 44 
選会計

用水会計 395 394 l 

奨学計資 27 25 2 
金会

保 健 文化
38 38 。

賞会 計

｛万円｝
E歪E藷謂

生活環境の整備
歳出については．対前年比で2.0%の

伸びを示しており．その中でも千平通建

設事業．失業対策本業． 災；1~従Il:J＂基調佐

を総称した投資（l~J4~業の杭＇｛~が全体の

43.6%をおめでいます。

義務的経費である 人｛’F'l~. 公｛賃貸．

扶助慨は全体の38.1%を11iめています

が，ニのうち公m慢の対前年度比が15.1 

%と伸びており．これはm入金の刷な
どによるものです。

出歳

U？｛和56年度の一般会計決算自民は．

愈入 441：愈l.546万円（42億4,160万円）

歳出 42億3,474万円（41億5,187万円）

でみ;t： ~ll健8,072万円の県下となりまし

た。これは57年度歳入への繰越金とし

て｛変則されます。

※｛ )Ii前年度

歳 入

支収

社会福祉，保健衛生関係については

そのはとんどが．経常的な義務的絞n
でレありますが医療従については．対前

年度比で54年11.0%. 55i手8.9%.56年

3.1%と ドがってきています。

砂小中学校運営費……・ 2i意3,727万円

砂心身附持者医療代………・1.117万円

惨.l;人医療従・…...・ H ・...1 l.&'.6 .626万円

砂礼児等医療＇l＇（……………… 537hi' J 

砂林道の開訟と舗装...・H ・...7,969万円

惨朝日中学校鍾l設＊＂業… 4l.Q":6.085-h円

砂保有l叶巡営＇｛＇（…・.. .....3 f.~5 .069 hfY 

砂漁港改修本業…...・ H ・－－…… 741万円

砂公民館等社会教育費……・3,830万円

総帥閉
M
H
憶
3
4
7
4
万
円

惨児＇$.手当の給 付…………・1.847万円

砂 漁業~i再I,g.t食絡｛疏必君主…・5,830万円

惨不動金遺跡務備事業……・3,576万円

惨f~JH妥傾と住民検診……・ l.564万円

惨商工業銀興費……...・ H ・...5.469万円

惨総合グラウン ド

クラブハウス建設事業・

2,930万円

（泊病院）
（万円J

町ヨ闘 E芸冒置
惨観光~~~ ………………… 1.622万円

砂山村扮t興’M長……...・ H ・・・・9,011万円

＠ 

歳入 高提出 差引

収益的収支 122,185 123,054 6 869 

資本的収支 6,991 8.349 61,358 

針 129,176 131,403 .62,227 

｛万円）

年
－事業費

財源内 沢

！吏 岡県出文金 地方｛貧 そ の他 一 般財源
... 圃．． 噸ー・一
54 31, 764 14,449 15,270 2,045 

ー

55 61, 250 21, 974 20, 120 200 18,956 

56 46,085 12,538 19,490 14,057 

一ー
j十 139,099 48,961 54，邸O 200 35,058 

朝日中学校建盤事集については56年

度で終了しましたが，年次別経費l孟次

のようになりました。 v

’i(H両院への出資………－…4.245万円
... fillも！，;j(道事業への助成……・831Jj円

’i.'H. 
砂｛主’む主Ji，：立与tr:;…－－・…・1f.C:'.7. 274万川

惨 ili~UJi ，没改良 ·1~＂$；.・… If.C:'.:3. 739万flJ 

惨 iAt・ 1 ；·.，~.守.~f絡事業・………… l. 942Jil'J

.,. r.11 iii ,:i・111iiiJr路事業…－・…7,576Jj川

，~＼t: I', の内’れを l ’UM~lJえの守剖~IJ『教

ff条件の~.~f~'ii J 「 ，，n 業），！； ~：｛の守則前J J 「抱！~ 1・. 

の似すりの・1k施策別いそめ i：会むの

を91］やしますと.；）（のと J；りとなりま

す。

・1正lb;・
27. 231巧内1649.,; 

，．
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門
一

円

万
一

巧

《
事

『

l

um

一
n
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－
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l
－
一等

2

n
一’
の
－
m

そ
一
傾

必人については．対前年度比 4.19'0 

の伸びを，J；して必リ．これ会向字財源

(arrが賦課し．徴収する等によリ i’i分

の乎で健保できる収入）と依存l狩似（L五l

や保から~！（が定められる収入）に分け

ると，..凶のようになけます。

~ . 
21 1% 16 4 
協1%

官
官分 f
意の

g’哩
壷

同県支出金については．朝日中：＂｛：校

のill訟．公・；：i・住宅建設./ftl市計画事業

など．役資的＊~伐にともなう 補助金が

11e3. 1s5Ji円..l;人医療給付カ＜9.793)) 

問．保育所f丹市1~が8 . 97 1 万円がまなも

のです．

分fll.合. ft 111.金については．保有料

lf.i::'.3,083Ji!JJ. ~ifi'I~~などでlf.~tj.574 

JjfLJとな勺ています。

その他には九州手数料. j仔付金．財

政収入. ~保健金等があ リ ますが． ほか

に初l 日中γ：校4il『:X ·Jト焦土手のl!~i似合 Ml う た

d施 めに＋成立会から.55-4'・1!1'.てすま 2m1リ．
- 56年度で1f.i!:IY繰入れています。
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歳
末
特
別
警
戒
の

サ
イ
レ
ン
吹
鳴

次
の
と
お
り
に
サ
イ
レ
ン
を
吹
鳴
し

ま
す
の
で
火
災
と
間
違
え
な
い
で
く
だ

さ
い
。

・
吹
鳴
日
時

ロ
月
初
日
ー
は
月
白
日

午
前
7
時

・
午
後
9
時

・
吹
鳴
方
法

’q唾
池

町

鴫

休

眠

既

日
紗
：
・

5
秒
：
・
日
秒
；

6
紗
：
日
紗

・
吹
鳴
区
織

朝
日
町
全
滅

消
防
団
出
初
式
の

サ
イ
レ
ン
吹
鳴

次
の
ト
骨
ヲ
に
サ
イ
レ
ン
を
吹
鳴
し
ま

す
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

・
吹
鳴
日
時

l
同
月

ιυ
日

午
前
7
時

．
吹
島
方
法

吐
鳴

休

眠

鳴

“

同

情

明

鳴

5
世

3
小Y

5
小タ・・

3
ψ
・：
5
世

I
A憂
T

，，、妥伊‘
i
e
E
T

，t
e
E
f

－
－
z
f

．
吹
鳴
区
滋

朝
日
町
全
域

内ご案と－~ ｝ 麟相

管場
時所

場
所

午
お

年
mw⑫

ヨ
§
＠
明
富
国

Q 

り
に
な
り
ま
す
の
で

年

末

・
年
始
の
ゴ
ミ
収
集
に
つ
い
て
は
次
の
と
お

ご
協
力
を
お
．
刷
い
し
ま
す
。

燃
え
る
も
の

末

（
収

集

地

JM
は
平
常
ど
お
り
）

ロ
月
”
日
ま
で

年

燃
え
な
い
も
の

年

始

燃
え
る
も
の

燃
え
な
い
も
の

・
出
さ
れ
る
際
は
必
ず
フ
ク
ロ
に
入
れ

て
お
願
い
し
ま
す
。

ロ
月

μ
日
ま
で

1
月
4
日
か
ら

1
月
刊
日
か
ら

－

m力
で
通
’
付
困
維
な
筒
所
は
通
り
。
ま

て
山
し
て
く
だ
さ
い
。

障
害
者
福
祉
タ
ク
シ
ー
の

乗
車
券
を
無
料
で
配
付
し
て
い
ま
す

朝
日
町
で
は
、
彼
覚
障
窓
口
者
の
方
で
、
会
二
つ
づ
リ
に
し
て
役
場
制
社
係
窓

u

手
帳
1
級、

2
級
の
方
と
、
肢
体
の
防
て
配
街
し
て
わ
ね
り
ま
す
の
で
御
利
川
く

窓
口
者
で
手
帳
1
級
の
方
を
対
象
に
し
て
だ
さ
い
。

タ
ク
シ
ー
乗
車
券
を
無
料
で
配
布
し
て

※
持
制
に
つ
い
て
は
役
均
M
M．係
（宮

い
ま
す
。

3
1
1
1
0
0内
線
部
祷
－
へ
お
問
い

基
本
料
金
に
相
当
す
る
乗
車
券
叩
校
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

A
『
民
．

unb

－
あ
し
ら
せ
か
わ
ら
版
⑪

年
金
相
談
会
を
開
催

日

時

ロ
バ
同
日

（ト小
）

午
前
川
時
1
午
後
3
時

土易

pfi 

朝
日
町

M
Mセ
ン
タ
ー

E霊童霊園

公
的
年
全
に
は
お
つ
む
生
年
金
、

船
げ
は
保
険
、
共
済
組
合
、
川
氏
年
余
等
）

の
Mm矧
が
あ
リ
ま
す
が
、
u
M引
か
・
り
疑

問
に
思
う
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
魚

川
村
会
似
険
ギ
務
刈
の
年

ι1J門山い
いか

制
裁
に
応
じ
ま
す
3

免
除
を
う
け
た
期
間
は

追
納
で
き
ま
す

凶
川氏年
金
の
似
険
料
は
、
他
の
公
的

年
令
制
皮
に
は
な
い
免
除
と
い
・
7
し
く

み
が
あ
り
ま
す
ν

し
か
し
、
免
除
に
な

勺
た
則
聞
を
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
く
と

将
来
、
老
齢
即
年
金
を
つ
け
る
と
き
は
、

普
通
の
人
の
三
分
の
一
に
し
か
な
リ
ま

せ
ん
ゐ
こ
の
た
め
‘
こ
・7
い
勺
た
．
小
利
低
を

附
泊
す
る
た
め
に
迫
納
L
E
い
う
制
伎
が

あ
り
ま
す
。
迫
納
す
れ
ば
、
凶
行
泊
め
人

と
川
じ
よ
う
に
尚
似
の
年
余
が
7
け
ら

れ
ま
す
。

ニ
の
迫
納
は
、
免
除
を
つ
け
た
則
間

か
ら
｜
年
以
内
｛
税
作
附
和
計
年
比
川

で
す
か
・り
、
川
町
制
。
年
比
川
以
附
）
で

あ
れ
ば
、
そ
の
当
時
の
保
険
料
．品
川
で
納

め
ら
れ
ま
す
』

詳
し
く
は
役
場
年
金
係
へ
れ
た
ず
ね

く
だ
さ
い
。

冬
山
の
遭
難
事
故
を

防
止
し
よ
う

い
よ
い
よ
冬
山
シ
ー
ズ
ン
が
刈
米
し

ま
す
。
特
に
、
冬
山
は
．
大
紋
も
不
順
で
あ
リ
、

十
分
な
装
備
と
計
画
が
必
裟
で
す
。

こ
の
悪
天
候
を
無
悦
し
た
た
め
に
．

多
く
の
遭
熊
本
放
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

悲
惨
な
遭
総
事
政
防
小
川
．
の
た
め
に
も
、

笠
山
さ
れ
る
人
は
次
の
こ
と
を
守
っ
て

く
ど
さ
い
も

川
登
山
店
を
必
ず
出
し
て
く
だ
さ
い
u

ω単
独
登
山
は
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

ω無
理
な
計
画

・
日
制
刊
は
組
ま
な
い
で

く
だ
さ
い
。

（予
備
臼
を
十
分
に
）

川
目
標
の
山
を
よ
く
研
究
し
て
く
だ
さ

、
。
－
v
 

参
幽
鳳
員
富
山
県
選
出

幽
闘
員
補
欠
選
挙

投
票
日
は
ロ
月
初
日

｜
控
頭
所
の
蛮
更
｜

今
回
の
選
挙
か
ら
、
宮
崎
役
票
所
及

び
南
保
第
2
投
票
所
を
次
の

4
7に
変

更
し
ま
し
た
の
で
御
注
意
く
だ
さ
い
。

宮
崎
投
両
市
所

南
保
第
2
投
祭
所

宮
崎
小
銃
’
校
教
宅

南
保
小
学
校
低
谷

分
校
教
室

な
お
、
選
挙
権
等
の
要
件
に
つ
い
て

は
、
チ
ラ
シ
を
も
っ
て
参
照
く
だ
さ
い
。

削
指
定
さ
れ
た
危
険
地
帯
へ
人
－

R
Uい

て
く
だ
さ
い
。

附
気
象
的
鋭
に
杭
立
し
、
正
悦
に
判
断

し
て
く
だ
さ
い
。

川
食
郎
、
波
山
酬
は
ト
分
に
川
立
し
て
く

だ
さ
い
。

附
符
先
端
の
冬
山
将
行
に
州
立
し
、
地
似

の
人
の
立
見
を
十
分
に
附
い
て
く
だ

．‘、
。

、，、
・L’

な
お
、
登
山
届
は
次
の
と
こ
ろ
に
あ

リ
ま
す
。

O
制
日
町
臥
兵
官
派
出
所

。
小
川
沿
泉
応
湯

O
役
場
産
業
課
観
花
係

ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド

休
日
営
業
店

ロ
月
、

1
月
の
休
日
営
業
を
行
う
ス

タ
ン
ド
は
次
の
と
お
り
で
す
。

ロ
月
刊
日
（日）

大
家
庄
農
協

初
日
（臼
）

浜
問
商
店

－
月
9
日
（
臼
）
中
央
農
協
燃
料
セ

・／

O
ノ
1
1

1
月
同
日
（臼
）

朝
日
石
油
国
道
店

※

な

お

、
元
日
と
2
日
、
日
日
は

会
店
休
業
と
な
っ
て
い
ま
す
。

追
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HH
心

・
1
1
H
H
3
・
3

u
n
p
h
v

d

u
H
F
D
4
町

、
a句

「
自
衛
官
募
集
」

V
募
集
人
員

2 -. 4 -. 1 -・ 9 - 5 
0 カ O カ O カ O カ 5 カ
o ll O ll o ll O ll o IJ 
円円円円円

5 -・ 7 • . 3 ・- 7 -
O カ 7 カ O カ 3 カ
o H o I J o !J oトl
円円円円

高校・体し

（附
初
日
年
必
ぃ
両
校
ぃ小
業
，
十

定
者
）

2
叶予防

・
小山・中山
U

L

約
叩
名

2
昨寺山内－

um
－
史

上

ぷ
－l
u引

(-

ム

行

政

相

談

…
固

ま

っ

た

と

き

は

日

時

第

1

3
火

曜

日

…

人

権

擁

蟻

委

員

へ

午
前
叩
時
i
午
後
3
時
…

場
所
朝
日
町
福
祉
セ
ン
タ
ー
…

世
界
人
格
宣
言
が
昭
和
お
年
の
は
月

相

談

員

川

上

嘉

一

…

ω目
、
第
3
凶
同
連
総
会
で
係
択
さ
れ

（宮
3
1
0
0
5
0
）
…
て
か
ら
何
年
こ
の
は
月
凶
日
を

「人
権

A
人
権
法
律
・
登
記
相
談

…
デ
l
」
と
し
て
人
権
擁
護
活
動
を
推
進

…
す
る
各
ぬ
の
行
や
が
実
泊
さ
れ
て
い
ま

日
時
ロ
月
幻
自
（
火
）

い
す
。
憲
法
に
わ
山
い
て
は
什
略
本
的
人
権
は

午
後
1
時
i
午
後
4
時
一
…
佼
す
こ
と
の
で
き
な
い
永
久
の
権
利
と

場

所

朝

日

町

一福
祉
セ
ン
タ
ー
－
い
し
て
保
護
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
自
己
の

相

談

員

人

権

擁

護

委

員

…

：
二
権
利
の
み
を
主
張
し
他
人
の
こ
と
を
か

上

田

憲

二

…
え
り
み
な
し
風
潮
、
あ
る
い
は
対
住
的

（宮
2
1
0
1
2
7）

一
な
困
刊
に
よ
る
波
別
等
で
人
権
が
い
は
持

夜

悶

祐

努

一
さ
れ
て
い
る
例
が
多
く
み
ら
れ
ま
す
。

（

8
2
1
2
1
 

一
の
よ
・
フ
も
凶
判
中
川
や
風
潮
な
ど
を
な

草
野

三
郎

・

：

…
く
し
、
人
権
を
尊
重
・
国
内
越
す
る
た
め

（宮
2
1
1
0
3
4
）

…晦】

A
心

配

ご

と

相

談

…
V
人
権
の
共
存

l
h
い
に
相
手

2

場
を
考
え
て
盟
か
な
人
間
関
係
を
つ

日

時

毎

週

火

曜

日

…

’

ノ、、
F
ごっ

午
前
山
時
吋
l
午
後
3
時
一
…

v部
落
差
別
を
な
く
そ
工

場
所
朝
日
町
福
祉
セ
ン
タ
ー
川
町

l
：

一
－v
同
人
の
地
位
φ
詰
め
よ
う
。

（宮
3
1
0
5
7
6）

…

v障
害
者
の
完
A
案
。
加
と
キ
等
を
実
現

A
交

通

事

故

巡

回

相

談

…
し
よ
う
。

①

日

時

第

l
・
3
月
曜
日
…
と
よ
び
か
け
て
い
ま
す
。

午
前
日
時
1
午
後
3
時

…

皆

さ
ん
が
毎
日
の
生
活
の
中
で
凶
ウ

黒
部
市
中
央
公
民
館
…
た
こ
と
や
悩
み
を
お
持
ち
の
場
合
は
、

第
1
・
3
水
曜
日
…
法
務
局
か
人
権
擁
縫
委
員
に
相
談
し
て

午
前
叩
時
1
午
後
3
時
…
く
だ
さ
い
。

同
市
魚
津
総
合
庁
舎
内
…

O
魚
海
市
本
町
1
丁
目
3
番
2
号

魚
津
地
方
県
民
相
談
室
…
富
山
地
方
法
務
局
魚
津
支
局

8
0
7
6
5
i
n
l
0
4
6
1
 

イ

り；

(-

マ
受

付
日
年
1
川
卜
M
，
ま
で

V
詳
し
い
わ
ね
間
人
け
せ
・
御
利
減
は
、
魚

津
山
衛
隊
拡
集
事
務
刈

（君
。
7
6

5
1
μ
1
1
0
3
6
）
へ

古
典
文
学
講
座

を

開

催

「
百
人
一

首
の
世
界
」

A第

自市

一π富
山
大
学
教
授

松
田
順
告
先
生

V
開
櫨
同
日

’v受
鴻

料

ー
月
中
旬

無

料
（教
材
質
と
し
て
蜘
円

会
品
収
し
ま
す
）

ー
月
刊
日
ま
で

お
名
朝
日
町
教
育
委
員
会

－v申
込
メ
切

’v定
員

V
申

込
先

－
あ
し
ら
せ
か
わ
ら
版
⑪



ア
メ
リ
カ
農
業
は

偉
大
な
る
輸
出
産
業

青
年
の
船
農
業
部
門
に
参
加
し
て

ア
メ
リ
カ
農
業
疹
代
表
す
る
商
海
館
、

カ
リ
フ
茸
ル
ニ
ア
農
業
の

一
織
を
礼

聞
き
し
そ
し
て
肌
で
触
れ
る
・
』・と
が
で

き
、
文
字
通
リ
『
百
聞
は

一
見
に
し
か

ず
』
の
音
楽

（
予
忽
）
が
的
中
し
、
す

ば
ら
し
い
研
修
で
多
く
の
事
を
学
ん
だ
。

き
て
、
ア
メ
リ
カ
農

業
は
、
日
本
の
食
樋
、

そ
し
て
世
界
の
食
樋
を

左
右
す
る
偉
大
な
る
鎗

出
産
業
に
成
長
し
、
位

置
づ
け
ら
九
て
い
る
。

そ
の
基
盤
は
ど
こ
に
あ

る
の
だ
ろ
ヲ
か
？
そ
れ

に
は
い
く
つ
か
の
要
素

を
見
る
ゆ
が
で
き
た
ゆ

そ
の
第
l
に
、
円
由
総
済
で
あ
る
資

本
主
義
社
会
の
中
で
、
や
る
気
の
あ
る

者
は
徹
底
し
た
努
力
に
よ
っ
て
強
い
者

が
生
き
残
る
｛
競
争
原
理
）
、
こ
の
こ
と

が
原
動
力
に
な
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
た
。

第
2
に
、
作
物

を
作
る
た
め
に
は

恵
ま
れ
た
泌
暖
な

池
中
海
性
気
候
で

あ
る
。
日
月
1
3

月
ま
で
は
、

雨
期、

4
月

i
m月
ま
で

は
乾
期
と
な
り
、

従
剣
に
は

一
摘
の

ぃ
一

・・
川！byl
i

E
K

誠
一一

こ
井
、
第
5
に、

多
く
の
人
傾
か
ら
成
り
た

つ
凶
で
あ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
経
営
形
態

に
よ
り
制
種
目
に
及
ぶ
農
畜
産
物
が
生

産
さ
れ
て
い
る
。

つ
ま
り
農
産
物
の
8

割
か
ら
9
割
が
専
業
農
家
で
、
と
利
能
念

頭
脳
、
す
ぐ
れ
た
技
術
、
合
理
的
な
機

械
施
設
、
そ
し
て
ち
密
な
計
算
、
計
画

さ
れ
た
経
営
妓
術
に
よ
り
．
低
コ
ス
ト

な
圃腰
高
度
物
が
生
産
さ
れ
て
い
る
・
』と
。

以
上
の
・
五
な
婆
索
が
基
盤
と
な
っ
て、

強
力
で
U
大
ん
農
業
会
桑
い
て
い
る
内

... 
・屯・

ラブ

大 家庄

青 葉ク

J

佼
間
バ
レ
ー
ボー
ル

大
会
に
優
勝
」

川
H
月
初
H
か・
り
3
週
間
に
校
勺
て
行

わ
れ
た
あ

G
M町
民
復
問
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
大
会
3

各
町
内
か
ら
男
子
幻
チ
l
ム‘

k
f
mチ
1
ム
が
参
加
し
て
大
似
…戦
で

し

た

結

成

し
て
以
米
6
年－

H
で

F
に

し
た
初
め
栄
一
は
は
ひ
と
し
お
で
す
‘
も

う
胸
が
い

っ
ぱ
い
で
し
た
。

今
年
か
ら
は
年
齢
酌
制
限
も
k
r
rは
初

企自分の回を一回りすると2印刷

こ
の
ヰ
つ
な
カ
リ
フ
茸

ル
ニ
ア
農
業

を
見
聞
し
、

也周回央
が
念
怖
に
す
ら
感
じ

ら
れ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
に
失
望
し
て

は
臼
本
農
業
が
成
り
立
た
な
く
な
る
。

明
日
の
日
本
農
業
を
築
く
主
役
は
殺

々
な
の
で
あ
る
。

い
ろ
い
ろ
な
ハ
ン
デ

ィ
多
最
り
こ
え
て
日
本
独
特
の

「
日
本

式
先
進
農
業
」
を
我
々
青
年
農
業
者
の

パ
ワ
ー
と
賢
明
な
知
忠
で
佐
立
し
、
こ

れ
か
ら
も
H
K干
の
廃
業
、
高
山
県
農
業

を
背
負
っ
て
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思

成
ま
で
と
な
リ
、
技
術
的
に
も
年
々
向

上
し
、
ど
の
チ
ー
ム
も
さ
す
が
に
強
倣

ば
か
り
で
し
た
。
私
達
の
行
業
ク
ラ
ブ

は．

H
．引
の
ス
ト
レ
ス
解
消
と
健
康
を

目
的
と
し
て
結
成
さ
れ
た
？
？
さ
ん
チ

ー
ム
で
す
。
当
初
は
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の

素
人
ば
か
り
で
基
本
練
習
か
ら
始
め
、

平
均
年
齢
附
も
お
殺
ぐ
ら
い
で
、
線
制
臼日

に
も
な
か
な
か
人
が
集
ま
ら
な
く
て
本

当
に
苦
労
し
ま
し

pz
奇
襲
と
し
て
初

め
て
試
合
に
出
場
し
た
の
が
第

一
一回の

夜
間
大
会
で
、
こ
れ
を
き
っ
か
け
と
し

て
家
妊
婦
人
大
会、
三
町
大
会
、
郎
大
会

そ
し
て
今
年
は
K
N
B訴
と
出
場
し
ま

し
た
。
し
か
も
今
年
は
運
が
良
か
っ
た

の
か
会
国
家
庭
嫡
人
大
会
の
郡
代
表
と

し
て
川
町
大
会
に
も
山
場
で
さ
ま
し
た
．

辿

一
川
の
株
仰
が
実
リ
、

ニ
れ
も
日

似
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
良
さ
と
、
な
ん

と
い
ゥ
て
し
家
族
の
月
．Mmと
協
力
が
あ

っ
た
か
・
り
と
心
か
ら
悠
測
し
て
わ
ね
り
ま

南
保

清

水

英

信

さ

ん

す
ま
た
ん
1
Uか
・
り
析
し
い
コ
ー
チ
を

迎
え
仏
本
ふ
小
心
に
体
力
ヴ
〈
リ
に
励

ん
て
い
ま
す

こ
の
後
胞
帽
を
励
み
に
、
チ
ー
ム
の
仰

と
前
進
を
断
ゥ
て
ク
ラ
ブ
以

一
一川い

り

そ
・ヲ
努
力
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

スポットライト
_ ... 刻、身喝嗣・e、

家

場

養 豚

愛

先
月
号
で
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
ま

し
た
が
、

m
R
ロ
B
の
県
畜
産
共
進
会

で
、
山
崎
細
野
の
愛
場
さ
ん
が
最
優
秀

賞
を
受
賞
し．

あ
わ
せ
て
震
林
水
産
大

臣
賞
を
復
得
さ
れ
ま
し
た
．

そ
こ
で
今
回
は
、
愛
場
さ
ん
に
ス
ポ

ッ
ト
を
当
て
て
み
ま
し
た
．

’v愛
泌
さ
ん
は
‘
錦
織
e

次
削
円
で
あ
る

た
め
．

同
情
定
の
F
U払
い
を
や
勺
て
い
た

も
の
の
何
か
手
に
職
を
つ
け
独
立
し
よ

う
と
、
詑
後
で
先
日
鹿
に
弟

f
人
り
し
、

附
加
刊
訂
年
、
話
歳
で
独
立
し
、
製
作
の

地
に
店
を
備
え
る
。
佳
作
附
の
叫
粧
品
目
と
と

も
に
、
養
豚
に
も
着
手
6

大
臣
賞
は
日

年
、
臼
年
に
次
い
で
3
凶
目
。

「射
さ
で
始
め
た
長
居
称
、
針
き
な
こ

と
も
あ
っ
て
愛
着
心
を
も
っ
て
育
て
て

き
ま
し
た
」
と
言
わ
れ

る
だ
け
に
、
隊
舎
と
は

思
え
な
い
く
ら
い
資
関

に
し
て
あ
り
ま
し
た
＠

さ

て

モ

，
ト
ー
に

お
ろ
し
を
し
て
い
る
時

に
つ
い
起
を
い
た
め
、

そ
の
時
は
痛
さ
a
u感
じ

な
か
う
た
も
の
の
会
が

終
っ
て
か
ら
急
に
熱
が

山
て
、
す
ぐ
に
入
院
し

た
こ
と
が
あ
る
と
の
こ

と
之
豚
の
ニ
と
に
な
る

と
止
め
ど
が
な
く
話
が

州
む
本
当
に
豚
が
好

5
な
人
ど
と
感
じ
ま
し

た
ゐフ

どさ高し が f~ 肥なラ けこる r:N
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男さん

－
み
ん
な
の
広

掴

＠

し
て
い
る
な
業
を
た
ず
ね
る
と

吋
川
心

を
忘
れ
ず
H

と
い
う
は
集
が
好
き
で
、

“
日
必
ず
．K
行
し
似
点
に
も
ど
る
と
い

う
心
船
け
で
い
る
と
の
・
』
台
、

ま
た
、
何
か
ス
ポ
ー
ツ
を
や
っ
て
い

ま
す
か
と
聞
く
と
．

内
分
の
力
を
は
っ

き
リ
た
し
か
め
る
・』と
が
で
き
る
の
で

マ
ラ
ソ
ン
を
や
っ
て
い
る
と
の
こ
と
。

日
月
7
日
に
行
わ
れ
た
町
民
駅
伝
？
フ

ゾ
ン
に
、
6
名
で
A
H
れ
す
る
と
別
段
（平

均
年
令
別
法
）の
チ
ー
ム
を
作
リ
出
場
ψ

第
5
区
間

（南
保
小
学
校
低
谷
分
校

前
か
ら
中
央
農
協
南
保
支
所
前
ま
で
の

M
H
U
｝
を
わ
だ
り
、
日
分
計
紗
で
右
中
市
、

こ
の
区
間
の
最
高
タ
イ
ム
が
り
分
5

紗
で
あ
る
こ
と
を
FJえ
れ
ば
、
い
か
に

速
い
か
が
わ
か
る
と
い
・7
も
の
ω

米
必

の
此削
…
涼
し
ん
さ
ろ
う
マ
ラ
ソ

ン
に
出
場

し
完
必
し
た
い
と
け
を
幽聞か
せ
て
れ
・り

L
－

z
 

．，a司，zrなわり、

4
年
間
則
で一
打
わ
れ
る
令
制

維
豚
大
会
に
山
山
場
し
た
い
と
か
で
、
的

に
l
度
山
場
し
た
も
の
の
似
わ
な
か
っ

た
の
で
、
今
川
こ
そ
川
町
代
お
に
な
り
ん
よ

同
優
勝
し
た
い
と
必
り
切
巧
て
れ
ら
れ
－

H
怖
の
選
択
に
桁
労
し
て
い
る
と
の
・
工
、

川
取
り
切
る
と
い
え
ば
、

初
め
て
川
町共

進
会
へ
の
出
場
比
慨
を
似
た
と
き
、
う
れ

し
く
て
つ
い
依
リ
切
り
過
ぎ
豚
の
つ
み

由

4

司
豚
の
也
憶
を
す
る
－

Eaさ
ん

紙

桜
町
柔
道

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

£
道
の
路
町
、
問
l
年
余
り
の
伝
統

が
あ
リ
ま
す

ω年・
の
un中
げ
い
山
、
災
・
げ
い
トけ
で

は
．
強
い
心
．
た
く
ま
し
い
身
体
づ
く

り
か
．
小
卜
分
1y

い
・
ヲ
ニ
と
で
．
年
川
を

泊
し
て
練
刊
に
励
む－
－
と
に
し
、
附
初

判

l
八
年
に
結
成
さ
れ
ま
し
た

采
泊
で
山H
・帥
”
を
鍛
え
主
ヲ
と
、

：一勺

の
小
中
山
伏
か
・り
総
ま
勺
て
い
ま
す

4

ニ

布
サ
ル
れ
か
ら
六
年
生
ま
で
い
ま
す
か
．
M
伐

能
や
体
的
に
応
し

す
。伎
能
や
悠
店
、
凶
練
刊
叩
H
M
M等
の
総
合
的

内，vadιz
句’bh
ヨ，‘，，ι
‘，，b
’
’b
’’
ua
－e
’’
ee
’・
e
，．
，，．，
ぁ・

な
h
り
の
あ
る
い刊
に
は
総
似
か
あ
た
リ
ま

ナ

枇
h
．
．
 
叫帆
4

獄
色
の
川
w
w
が
h

ヤれ‘

．． 
叫帆

｛緑
色
－
が
h

ハ
ヤ引
い
ま
す

今
年
は
．

w州
民
体
行
ト人九五
で
近
似
さ

れ
．
川
杯
代
体
行
ト入
会
に
山
場
し
ま
し
ん
，

A
，
以
上
の
力
が
つ
く
よ
・
7
似
週
火
・

本

山町け
に
、
九
KM
一
九
と
な
っ
て
、
か
け

戸
も
め
ま
し
く
・
一ん気
よ
く
練
割
自
に
励
ん

で
い
ま
す
。

－
み
ん
怠
の
広

樋

⑮
n
U
1
F
h
u
づ
／



問問司醐IGJGJ回E咽盛圃岨掴同Gl_Gl耐 掴 岨掴嗣 耐回岡田岡g，ぬ鳴鴻
米
消
費
拡
大

小
学
生
ポ
ス
タ
ー

図
画
標
語
展
を
開
催

日
月
1
8、
2
日
朝
日
町
中
央
農
協

会
館
に
お
い
て
、
今
年
も
各
小
学
校
よ

り
米
の
消
費
拡
大
を
め
ざ
し
た
小
学
生

ポ
ス
タ
ー
図
画
標
語
展
が
開
催
さ
れ
優

秀
な
作
品
が
多
数
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

事官公
的
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

図
面
の
郁

最
優
秀
賞

山
崎
永
弁

（境
小
三
年
｝

狩
谷
理
慈
（
．1
1
筒
庄
小
二
年
）

合
併
ぬ
ま
こ
と
（
境
小

一
年
）

ポ
ス
タ
ー
の
部

最
優
秀
賞

金
井
尚
子
（
五
附
庄
小
六
年
）

七

沢

誠

（山
崎
小
五
年
）

竹
内
製
美
（
紙
谷
分
校
四
年
）

標
備
の
郵

最
優
秀
賞

中
谷
郁
（
宮
崎
小
六
年
）

右
井
不
二
夫

（大
家
庄
小
五
年
）

中
山
覚
（
南
保
小
四
年
）

g，んや広持団廼盟副昌司~嘩闇盟国盟国軍国璽阻

ltu~J 

h
F
ポ
ス
タ
ー
の
g
ama－
秀
賞

金
特汁
尚
子
さ
ん
の
作
局

西郷
土
の
伝
説東

同
伺
の
開
附
は
だ
下
の
険
と
い
わ
れ
た

利
般
の
開
附
に
も
勝
る
と
も
劣
ら
な
い

時
快
の
も
の
で
あ
勺
た
。
街
道
の
開
局

の
ほ
か
海
辺
に
は
浜
得
所
も
あ
り
、
市
町

の
往
来
や
人
の
通
’
付
の
u
h
M
Mも
な
さ
れ

る
な
ど
見
張
リ
が
き
び
し
い
関
所
で
あ

っ
た
。昔
、
一
人
の
坊
さ
ん
が
関
所
を
遜
ろ

う
と
し
た
が
、
手
形
が
な
く
聞
附
紋
け

を
し
占
っ
と
し
て
大
平
め
谷
間
ぞ
い
に

道
を
歩
い
て
い
た
。
抜
け
道
は
た
や
す

い
も
の
で
な
く
、
木
の
恨
や
岩
に
足
を

と
ら
れ
と
ら
れ
歩
い
た
が
、
と
フ
と
う

足
を
踏
み
は
ず
し
て
高
い
崖
か
ら
滝
洲

J
」
り
ゃ
あ
な
ん
だ
f
・」

h
F
チ
ヨ
ロ
ギ

日
月
1
日
か
・
句
2
日
ま
で
に
関
川
除
さ

れ
た
制
H
町
中
央
農
協
主
催
の
農
産
物

品
討
会
に
、
い
く
つ
か
の
珍
作
物
が
な

場
し
、
見
小
者
の
日
を
引
き
ま
し
た
・

チ

ロ
ギ

ヨ
殿
町
の
成
能
…
マ
キ
さ
ん
が
山
川
附
さ
れ

た
も
の
で
、

一
凡
さ
な
き
の
よ
う
な
形

を
し
た
2
仰
ぐ
ら
い
の
似
来
航
で
、
怖

酢
治
け
、
し
よ
う
油
泣
け
、
尚
治
け
ヰ

ど、

主
に
漬
物
と
し
て
利
閉
す
る
そ
つ

で
す
。
全
倒
的
に
は
、
制
作
県
や
岐
恥

県
等
で
継
ん
に
裁
以
さ
れ
、
柴
消
け
な

ど
に
加
工
し
出
荷
さ
れ
て
い
ま
す
e

2
年
か
ら
3
年
前
に
、
入
警
農
業
改

良
普
及
所
が
県
内
に
初
め
て
将
人
し
、

婦
人
グ
ル
ー
プ
を
中
心
に
栽
・
制
さ
れ
て

い
ま
す
。

「察、
ぃ
冬
コ
タ
ツ
に
人
り
、

チ
ョ
ロ
ギ
を
お
茶
受
け
と
し
て

一
家
団

ら
ん
の
一
時
を
過
ご
し
ま
せ
ん
か
」
と

は
関
係
者
の
チ
ョ

ロ
ギ
推
薦
の
売

グ
ラ
ン
ド
デ

ュ
i
ク

日
本
名
で

「株
か
ん
ら
ん
」
と
称
し
、

写
真
の

4
つ
に
か
ん
ら
ん
の
業
が
株
の

所
々
か
ら
出
て
い
て
、
ま
る
で
｛
丈
白
人

み
た
い
な
ユ
ニ
ー
ク
な
形
を
し
て
い
ま

す
。
行
中
併
の
問
問
川
和
夫
さ
ん
の
出
品
で
、

今
刷
努
力
賞
多
ゑ
又
貸
し
ま
し
た
。

川
注
は
広
く
、

一
鍛
的
に
は
、
皮
を

む
い
て
5
仰
ぐ
ら
い
の
給
切
り
に
し

い
い
岨
ゆ
で
に
し
て
か
・
り
、
ソ
テ
ィ
ー
に
し

た
り
、
ホ
ワ
イ
ト
ソ
ー
ス
を
術
け
る
と

夫
味
し
く
、
ま
た
小
し
の
ま
ま
ん
い
岨
も
み
に

し
、
サ
ラ
ダ
に
し
た
り
、
け
院
で
和
え

た
り
す
る
こ
と
’u
で
き
ま
す
。
さ
・り
に

行
…物
一
や
没
泣
け
な
ど
に
も
川
い
る
ニ
と

が
で
き
ま
す
“

山
H

山
行
の
ぬ
問
さ
ん
は
、
作
り
十
刀
も

簡
単
で
、
法
法
け
に
す
る
と
、
と
て
も

夫
味
し
く
近
所
の
人
述
か
ら
も
均
し

が
・内
れ
て
い
ま
す
と
話
し
て
お
ら
れ
ま

し
た
hこ

の
は
か
品
一
討
会
に
は
、
も
は
や
む

馴
染
と
な
っ
た

「朝
鮮
ウ
リ
」
の
ほ
か
、

ハ
ブ
茶
、
パ
ン
ダ
豆
、
ハ
ト
ム
ギ
、
オ

l
レ
ン
な
ど
珍
し
い
物
が
多
数
出
品
さ

れ
、
人

U
を
引
い
て
い
ま
し
た
e

可Fグランドデユーヲ滝
に
落
ち
た
坊
様

信1)

に
転
＋
治
し
て
し
ま
っ
た
。

そ
れ
か
ら
は
こ
の
洲
会
身
母
M
L
－呼

ぶ
占
つ
に
な
っ
た
と

大
半
の
奥
山
の
反

対
側
に
紙
谷
村
が
あ

る
が
、
こ
の
村
の
荒

一戸
谷
の
奥
に
も
坊
械

が
開
附
抜
け
の
時
、

沌
に
落
ち
た
と
の
話

が
伝
え
ら
れ
て
い
る

が
、
両
方
の
村
に
は

こ
の
滝
が
ど
・』
に
あ

る
の
か
知
る
人
は
今

O
大
平

・
蛭
谷
O

は
い
な
い
。

4
司写
真
は
大
平
の
奥
に
あ
る
滝
測

zv

．
 

朝

日

町

美

術

展

第
3
回
朝
日
町
美
術
展
が
川
月
幻
自

よ
り
日
月
3
日
ま
で
開
催
さ
れ
、
出
品

数

m点
、
入
信
唱
者
数
l
、
7
9
0
人
と
、

盛
況
の
う
ち
に
幕
を
閉
じ
る
こ
と
が
で

総

画

部

門

間中
一実
な
渉
を
つ
つ
け
、

一
段
と
進
歩

の
跡
が
見
え
る
の
は
喜
ば
し
い
ω

水
製

自
、
版
画
、
水
彩
、
油
絵
と
側
掛
川
あ
る

清
新
な
作
目聞
が
多
く
何
よ
り
の
、
』
と
で

す
。
受
賞
に
は
何
ら
か
の
差
が
あ
る
か

も
知
れ
な
い
が
、
実
際
は
各
自
の
伝

ず
る
ま
ま
に

↑
歩
ず
つ
H

川
進
し
て
く
だ

さ
い
＠
そ
れ
が
楽
し
く
も
あ
り
、
H

’M
労

の
し
ど
こ
ろ
だ
と
思
い
ま
す
パ

町
農
大
賞

谷

智

恵

子

画
街
地
構
成
も
よ
く
堅
実
な
表
現
に
は

好
感
が
も
て
る
。
グ
レ

l
系
統
で
深
味

も
あ
り
、
次
々
た
る
作
品
で
す
ψ

町
展
賞

池

田

実

刑刷れ

一
色
で
引
…
の
美
し
さ
と
ハ
l
フ
ト

ー
ン
め
よ
く
山
た
弘
和
な
針
作
で
す

町

展

賞

山

本

仁

子

州
山
に
は
必
要
な
も
の
だ
け
券
取
人

書

部

~~ 

V大菅さんのfF昂町
展
賞

中

島

恭

子

全
体
に
よ
く
ま
と
め
た
d

前
半
の
絡

調
を
紋
後
ま
で
持
絞
し
て
ほ
し
い
》

将

民

励

杭

成

能
円
相

f

彫
刻
・
工
芸
部
門

前
凶
よ
り
山
山
口
山
内
…
散
が

l
ぷ
t
d
m加

し
た
点
は
訓
価
き
れ
ま
す
が
、
作
品
州

谷
は
か
な
ら
ず
し
tJr川
J
し
た
と
は
い

え
な
い
の
が
少
々
心
伐
リ
で
す
・
A
1
川

の
受
賞
作
品
は
彫
引
系
か
ら
皮
午
・
陶

芸
系
へ
と
流
れ
が
変
っ
た
山
…
が
花
付
さ

れ
ま
す
。
特
に
工
作一訂
作
品
は
あ
、
り
ゆ
る

家
村
を
附
い
て
、
そ
の
特
性
を
小し
か
し

um々
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
山
ん
だ
作
品
を
中

み
、
作
い
れ
の
iu
を
攻
わ
す
も
の
で
あ
り

ま
す
か
ら
、
今
後

一
層
の
ご
粘
准
を
軌

っ
て
お
り
ま
す
＠

町
展
大
賞

魚

津

照

子

皮
不
パ
ネ
ル
で
皮
の
も
つ
特
訓
け
を
生

l’ーが
‘『

写

真

部

門

上
校
入
賞
作
品
は
と
も
に
安
定
し
た

岡
山
偶
成
で
、
仕
上
げ
も
美
し
く
、
い

ず
れ
も
そ
つ
の
な
い
作
品
で
す
も

町
展
大
賞

深

見

弘

夫

飢
粒
チ
仕
上
げ
で
、
vv兵
と
は
思
え

ぬ
ハ
ス
テ
ル
で
嗣
い
だ
け
本
副
キ
－一
わ

せ
る
幻
忽
的
な
呉
色
作
で
あ
り
後
作
で

あ
る
。
選
外
作
品
全
般
に
い
え
る
こ
と
は
、

そ
れ
ぞ
れ
が
良
き
素
材
に
取
り
組
み
立

欲
的
な
製
作
に
当
っ
て
い
る
が
表
現
方

法
に
お
い
て
、
作
者
の
意
図
し
た
も
の

が
充
分
に
画
面
に
話
し
込
ま
れ
て
い
な

い

4
7に
思
わ
れ
る
。
安
易
な
気
持
ち

nu寸
に
J
n
o

－
み
ん
な
の
広
揚
⑪

議

評

ままき
すとま
。ま し
りた
ま。

しな
たお
σ〉
で 審
ご 査
報員
告 の
い講
た 評
しが

審
査
員

炭
田

拳

V谷さんの作品

、 --, • 4・区、，τ＂＇・薗且
・且‘ .. 4園F・同－－－~

Irぬ~

に－~~.... 骨、

・・・・・・・圃 寸て－；. t1_l＇－~ l ~...ll

れ
、
山
H
分
の
ね
ら
い
を
一
段
と
縫
か
な

も
の
と
し
て
い
る
。
お
音
機
は
ぷ
派
に

七
役
を
つ
と
め
、
色
む
な
か
な
か
よ
い
u

。E日
h
H
M
L

‘a

tu
y
’ta

，‘、，
l

嵐
山

7
Mり
d

t

ι

v

u

H

r

I
JL

奨

励

賞

小

川

似

久

奨

励

賞

川

端

券

市

佳

作

悶

畑

林

弥

、
野
沢

永
仲
汁
山
県
、
本
仏

手uf百
イー次

審
査
員

水
島

藍
潮

町
展
大
賞

大

菅

澄

子

市
制
に
し
て
作
れ
よ
く
帆
び
P
3
aH
ら

佳
品
と
な
っ
て
い
る
。

町
展
賞

水

島

良

子

毎
闘
細
や
か
な
柿
懐
に
敬
略
作
品

に
山
場
が
あ
れ
ば
さ
ら
に
光
る
。

奨
励
賞

奨
励
賞

土
肘
と
み

f

作

作

似

也

市

f
、
市
北
山
f
hH

利

本
会
ο
ι
y
h
砂子ヘ

ト
しパ

．卜

一

j
｛

J

I

J
 

イi
Jll 

lりj
笑

官脳
会
山内

殿
村

芳
謙

か
し
、
紋
法
du
か
な
リ
し
り
か
り
し
た

勿－
M
作
で
あ
る

し
か
し
．ト－

Amの
突

っ
込
み
が
少
々
け
く
、
店
形
h

り
を
出
く

し
て
い
る
点
が
%
が
か
リ
で
す

町
展
質

上
沢

優
子

行・｝－
1
伶
で
現
代
の
H

れ
い
久
性
の
品川

純
さ
を
現
わ
す
立
川
込
み
が
悠
じ
ら
れ

る
が
川
似
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
が
け
h

仏や
り

ま
すF
E恥
H
fa、

わ
y
aH
7
r
E

－－－e』
a
寸，H1
n

，．

1
1
 

、1
．，．．・：、

i
t－－、
H

A
A－
－
之
・
初
対
け
れ
4
d

山州

hH
…ド且
f

i
f－
－
 

細
削
減
・社
、
阿
山
町
仏
不
一
一f

H

ハ
OA－－J
f、
ド
パ

．l
安

’l
J
～

・

・

I

J
1

f
H初
「

審
査
貫

林

－＝、::re; 

て
倣
っ
た
作
品
は
内
科
も
ず
と
し
く
感
性

に
欠
け
る
。
川似
V
V体
に
対
し
て
は
心
で

取
り
組
み
、
心
で
一
r
rJ9
占

1
心
が
け
る

べ
き
と
思
い
ま
ナ
～
も
の
ま
ね
的
な
党

恕
は
や
め
て
、
も
勺
と
れ
，
け
の
例
刊
を

生
か
し
た
ユ
ニ
ー
ク
な
悠
党
で
作
品
を

制
作
さ
れ
る
こ
と
を
・ぜ
み
ま
す

町
展
賞

稲
垣
清
之
助
、
辻
斉

奨

励

賞

広
川

勝、

、
広
川
哲
秀

折
日
げ
か
は
る

伊
東
千
・
局
、
大
谷
邦
究

長
仲
介
祢
雄
、
山
崎
俊
則

佳
作－

み
ん
怠
の
広
揖

＠ 
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町
出
身
の
青
柳
さ
ん

不
動
堂
に
美
術
館
を
建
設

同
路
迎
必
史
跡
、
不
動
堂
遺
跡

の
隣
彼
地
に
、
白
川
川
出
身
の
青

柳
政

一
氏
（
旧
姓
H
白
井
｝
が

百
河
豚
（
い
っ
ぷ
〈
）
美
術
館

を
建
設
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、

山
片
山
ω日
、
起
工
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

約
6
千
平
方
メ
ー
ト
ル
の
敷

地
に
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り

2
階
往
て
延
べ

4
9
8平
方
メ

ー
ト
ル
の
美
術
飴
を

一
億
円
で

日
年
6
月
ご
ろ
ま
で
に
完
成
さ

せ
る
も
の
。
開
館
は
秋
か
ら
の

予
定
で
、
車
問
柳
氏
所
蔵
の
国
宝

級
問
点
を
含
む
美
術
コ
レ
ク
シ

ョ
ン
約

一
千
点
が
展
示
さ
れ
る

、
』
と
に
な
り
ま
す
。

惨
さ
っ
そ
く
遊
具
で

遊
ぶ
子
供
遼

朝
日
町
立
中
央
図
書
館

新

し

い

本

ひ

マ
ザ
コ
ン
刑
や
め
事
件
簿
ぷ
川
次
郎

菜
の
花

の

沖

丘

司

馬

遼

太

郎

品

川

一

人

た

ち

筒

井

出

概

略

蒼

天

に

測

る

青

島

幸

男

振

り

向

い

た

女

源

氏

総

太

晩

秋

の

陽

の

炎

ゆ

西

村

寿

行

新

・

人

間

の

証

明

森

村

誠

一

さ広報あ

上
下

all 

.a 

h
F
膏
柳
さ
ん
に
よ
る

鍬
入
れ
の
儀

金
山
に
農
村
公
園
が
完
成

農
村
総
合
繋
備
事
業
と
し
て
進
め
て

い
ま
し
た
金
山
農
村
公
闘
が
完
成
し
ま

し
た
。
公
園
は
、
敷
地
1
8
0
0平
方

μで、

1
1
4
2
平
方

μ
の
運
動
広
場

と
ブ
ラ
ン
コ
や
回
転
滑
り
台
な
ど
を
設

け
た
遊
岡
地
が
あ
り
ま
す
。
工
事
費
は

1
2
8
9万
円
で
し
た
。

日
本

一
回
同
「
旅
号
」
殺
人
事
件
西
村
京
太
郎

芸

の

階

段

波

辺

淳

一

愛

の

時

代

上

下

瀬

戸

内

森

美

羊
を
め
ぐ
る

冒

険

村

上

存

樹

L
J
S
L
Y

4

に
l

ル
允

F
I
U
比

輔

副
礼

H
m

iJ
1
l

ムM

’
’
S
J

利

休

峨

々

滞

凶

ふ

じ

rr

脈
削
ん
は
見
て
い
る

T
・
パ
｜
－一
l

氷
古
の
時

代

会

開

総

こ

も
っ
と

生

き

た

い

附

川

μ笑

真
珠
湾
攻
激
ジ
ョ
ン

・
ト
l
ラ
ン
ド

ホ
m

．上フ
レ
デ
リ
ッ
ク

・
フ
ォ
l
サ
イ
ス

女

約

チ

の

は

執

け

方

浜

尾

尖

お
正
月
の
花
と
飾
り

主
婦
の
友
社

十
二
支

年

賀

状

有

紀

官

房

版

画

の

年

白

状

有

紀

書

房

年

賀

状

の

書

き

方

有

紀

書

房

イ

ラ

ス

ト

年

賀

状

有

紀

書

房

年

賀

状

デ

ザ

イ

ン

集

右

紀

醤

房

年

賀

状

ア

イ

デ

ア

集

有

紀

性

房

w
暁
の
超
特
急
u

吉
岡
さ
ん
が

短
距
離
走
の
基
本
指
導

講
演
の
た
め
訪
れ
た
元
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
選
手
で
。
晩
の
超
特
急
e
と
い
わ
れ

た
吉
岡
隆
徳
さ
ん
が
日
目
、
町
民
総
合

グ
ラ
ウ
ン
ド
で
、
小
中
学
生
に
短
距
厳

走
の
基
本
を
指
導
さ
れ
ま
し
た
。

学
校
田
の
米
は

お
い
し
j
い

大
家
庄
小
学
校
で
は
、
日
月
比
日
に

全
校
生
徒
が
警
玄
に
集
ま
っ
て
農
場
祭

を
聞
き
、
学
校
闘
で
収
織
し
た
米
で
作

っ
た
五
目
ご
飯
を
食
べ
ま
し
た
。

農
場
祭
に
は
、
祭
嶋
に
手
作
り
の
新

米
を
供
え
、
お
は
ら
い

t
お
祈
り
を
し

た
あ
と
、
米
作
り
じ
直
接
当
た

っ
た
五

年
生
の
石
井
不
二
夫
君
が
、
収
描
慢
ま
で

の
苫
労
を
発
表
、
お
父
さ
ん
や
お
母
さ

ん
の
苦
労
が
わ
か
り
ま
し
た
と
の
ベ
、

み
ん
な
で
栄
し
く
A
・
ム
食
し
・ま
し
た
。

ヲ
リ
ス
マ
ス

子
供

as会

日

時

2
1
5
1
d
o
 

t
i
s

－
？
－r
I
’ZL
 

午
後
l
時
初
分

場

所

一M
社
セ
ン
タ
ー

（研
修
－Mさ

対

象

6
ぷ
か
・
句
小
学
校
3
年
生

テ
キ
ス
ト

「
f
っ
さ
ざ
ま
し
ろ
の
お
話
」

〔
テ
キ
ス
ト
内
容
〕

臼
う
さ
友
、の

f
－
ま
し
ろ
は
サ
ン
タ

ク
ロ
ー
ス
か
ら
も
ら
っ
た
ク
リ
ス
マ
ス

プ
レ
ゼ
ン
ト
の
ケ
ー
キ
を
ペ
ロ
リ
と
食

べ
て
し
ま
い
、
別
の
も
の
が
ほ
し
く
な

る
。
い
ろ
り
の
燃
え
が
ら
の
炭
を
体
に

こ
す
り
つ
け
て
、回
無
う
さ
ぎ
に
化
け
、

こ
ん
ど
は
、
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
の
お
べ

ん
と
つ
の
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
と
モ
ミ
の
タ

＠ 

ふ一件
費
め
一定
一彪
と
お
J
W
や
み
誌や

お
す
こ

や
か
巳

ど窓

宮

崎
西

下

町

清

水

町

西

町

本

町

松

涛

町

依
川
三
［
日

荒
川
削
！
”

上

道

下

平
柳
二
区

幼幼

小

作

池

殿

町

日
山
百

晃

長

男

航

氷
見
信
一

二
女

彩

f

長
崎
保
浴
長
女

市
・莫

f

来

上

幸

明

長

女

麻

衣

舟

川

幸

伸

長

男

維

持

大

村

茂

二
男

俊

介

舟

見

栄

二
男

孝

太

水

野

和

之

長

女

賀

代

竹

中

寛

長

男

t
h
H

れ

平
凹
俊
彦
長
女
柑
m

f

七
滞
宣
夫
長
男
初

附

七
深
純

一
二
男
市
H
一
允

七
深
H

央

次

長

男

和

問

大
井
悲
二

二

女

直

f

お
し
あ

わ
せ
巳

盆一

O

岐

入

善

町

出
悦

哀れlj.美悦
弓

秋 tff美文鈴 t...V.

竹竹 t反水亀守

国林林泌 j話回

。南保
地
也K3

9
 

山
慌時吋

品
川
幽
F

O
｛
回
目

・円

T-

お
く
や
み

騨
収

末 3記上本商笹宮

広巾 蒲
町川町町町川崎

河大長島臼 11r,J、

作
（
侃
）

江
（
引
）

微
（位
）

持
（
的
）

古
（
花
）

ね
（
η）

治
（
幻
）

合情 'ffEB本谷森

春重忠 つ 政久

ネ
を
も
ら
う
。
さ
て
、
家
に
は
怖
ろ
7
と

す
る
と
き
体
の
炭
が
と
れ
な
く
な
っ
た

こ
と
に
気
が
つ
く
。
ま
し
ろ
は
後
悔
し

て
、
夕
、
不
を

「神
さ
ま
に
か
え
そ
っ
」

と
地
耐
に
児
め
る
と
、
受
春
、
弁
が
出

て
袋
が
繁
り
大
木
に
な
る
。
や
が
て
、

ク
リ
ス
マ
ス
が
や
っ
て
く
る
と
、
モ
ミ

の
本
の
伎
に
は
色
と
り
ど
り
の
プ
レ
ゼ

ン
ト
が
い
っ
ぱ
い
に
み
の
る
。

O
上

後

尾

入

善

町

O
溢

泉

町

偽
…
＋
下

市

O
山

本

町

笹

川

O
幸

町

字

町

O
本

町
入

警

町

。
治

水

町

三

校

総

O
上

道

下

M
W
同

県

0
．中
ド
柳

一
一民

入

善

町

O
N牧

町

高

知

県

O
H

月

山

殿

町

。一
片

山

似

町

O
ぷ

川
人

持

町

0
・u向
山

川

0 0 0 
・ドド織機県長引

山 ffIS み；
柳新 ;j(水 di~rt’町I

平
柳

一
区

一中
柳

一
区

以

町

山

牧

町

南

保

健

肯

川

内

田

－h
向

山

m

・2y
、
．
‘
ra

s

p

ω

r

 

比

岩

崎

下

山

新

機

迫

~ I炭水 j丘 ーl： 大勝 （｝• 大総均i
久

附 i事3!f'桜井総 J~（雌 i禄附 hi刈泌 i白I初西山布日 以西佐川林火伊 ·［大大~ 大伊正当道萩n ~t 近縦長特有 fi: 7守凶

｜司藤水深深井谷~；間際、 w

良裕・?= i尚子ー正や ）~＇ I白菜 i~P 敏 i邑
す

子百l鶴 1克子之美規 lう秋代敏美司

.'"f木小；曲：id長山谷 1：.~ 1：.~ 村 ·H Ill l王1 ・ 1~ {iii i新日I!l'f i金

富 一 悦喰

r、？？美
（－ 修美 一 絞殺 一r崎武光
1f( JE -以敏日李登

I: .ι 
f給 美 一 美 ’

山必
太
郎
（mw
）

あ

い

（
乃
）

勝

治

（
却
）

1
み

f
（
刊
）

伊
次
郎
（邸
）

粂

次

（釘
）

俊
太
郎
｛
別
）

動
…（
出
）

で
（
川内
）

る
（刊
）

次
（mm）

し問つ

O
お
友
達
と
い

っ
し
ょ
に
・1
7さ
ド
さ
ま

し
ろ
の
わ
ね
品
を
読
ん
で
み
ま
し
ょ
・

1

子うさぎまレろのお話
「一一一一一一一 「

... Tこ々

？をi 善
名さ

σ3σ3 

託阪 めた

意ん カζlこ
よ あり 次と

まの
]j し方 の
... 
預

存量’｝ 盆産示 品盆告朝級車刊店 草月日
円－ !!ll従 Etlr 町 託益音Eコ 意
を l へ 銀
Ji Iん イ寸

円の売より
＠ 4

5
9
 



~ 
スポーツと健康 人；

-・ 、
寸
山
U

の
育
て
方
L

伐
も
ろ
く
に
店
な
い
で
礼
を
与
え
、

わ
り
む
つ
を
取
り
U
R
N
－
え
一
生
懸
命
に
打
て

た
の
に
、

f
供
が
ト
人
き
く
な
る
に
つ
れ

生
ま
れ
た
時
に
々
、
え
た
則
待
と
は
巡
っ

た
性
怖
や
人
附
に
な
り
、
な
ぜ
変
わ
勺

て
し
ま
ゥ
た
の
か
と
悩
む
お
母
さ
ん
が

お
ら
れ
ま
す
。

~ ②
泊
高
校
野
球
部
B

①
朝
日
中
パ
ス
ケ
A

マ
女
子
の
都

爪
浦
日
中
パ
レ

l
部

所
新
日
中
パ
ス
ケ
B

m新
日
中
パ
ス
ケ
A

マ
区
間
賞
（地
区
控
仇
）

第
一
区
間
篠
岡
義
苧

第
二
区
間
山
本
洋
至

第
三
区
間
浜
川
融
行
舗

第
四
区
間
笹
原
捕
直

第
五
区
間
森
自
伝

第
六
区
間
間
関
浩
義

マ
区
間
賞
（
ク
ラ
ブ
対
抗
）

第

一
区
間
森
野
繁
樹

第
二
区
間
佐
々
木
和
弘

第
三
区
間
沼
田
ん
富
山
岡

第
四
区
間
黒
崎
信
夫

第
五
区
間
島
由
憲

第
六
区
間
似
建
藤
夫

マ
区
間
賞
（
女
子
の
部
）

第
一
区
間
小
杉
有
美

第
二
区
問
機
越
惇
子

第
三
区
間
広
田
万
里

第
四
区
間
藤
回
志
保
美

第
五
区
間
白
井
咲
子

第
六
区
間
川
瀬
亜
紀
子

ス
キ
l
教
室

参

カ日

健
川

シ
」

川

ツ
剛ポ
川三一川

勝
峰
山
一
一
J
凶
部
川
川
市

ス

川一
一会

…一
同

川

間

山

川

作

山

l
，Ru
h卜
F
Il
l－
－

－

一日づ

斗

第

5
回
町
民
駅
伝
マ
ラ
ソ

l
i
 

酬一
川吋仁
一
ン
大
会
は
、
日
月
7
日
泊
病

一一

7
一
一
院
前
を
ス
タ
ー
ト
、
総
合
体

一一一マ
…一

育
館
を
ゴ

l
ル
に
約

ηキ
ロ

一
則
一一

コ
l
ス
で
、
地
区
対
抗
の
部

一良

一
一
日
チ
ー
ム
、
ク
ラ
ブ
対
抗
の

酬

で
町

…一

部
却
チ
ー
ム
、
女
γ
ず
の
部
6

川

一一明

一

チ
ー
ム
の
計
引
チ
l
ム
が
参

州

一第

一
一
加
し
て
熱
戦
が
展
開
さ
れ
ま

酬

一ふ一
3

し
た
。
地
区
対
抗
の
部
で
は

1

一＼

五

筒

庄

体

協

A
チ
ー
ム
が
大

川
会
新
記
録
で
3
年
ぶ
り
3
回
自
の
優
勝

酬
を
か
ざ
り
、
ク
ラ
ブ
対
抗
の
郁
で
は
、

州
泊
高
校
野
球
部
A
が
、
女
子
の
部
で
は
、

酬
朝
日
中
学
パ
レ

l
部
が
と
も
に
初
優
勝

酬
を
と
げ
ま
し
た
。
ま
た
、
地
灰
吋
説
に

州
出
場
し
た
山
崎
チ
l
ム
は
、
選
手
の
A
口

州
計
年
船
が
捌
歳
と
い
う
高
齢
織
成
で
参

州
加
し
、
最
高
年
齢
の
長
津
清
平
さ
ん

州
〔
訂
〕
が
特
別
賞
主
又
け
ら
れ
ま
し
た
。

州
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

酬
マ
地
区
対
抗
の
郷

酬

＠

五

箇

庄

体

協

A
日
分
お
秒

酬

②

南

保

体

協

A

日
分
M
M
秒

川

③

大

家

圧

体

協

A
日
分
日
秒

マ
ク
ラ
ブ
対
抗
の
鶴

州

m活
高
校
野
球
部
A
回
分
刊
秒

山吉

~ 

q
J与
J
a
a
τ
ι
y

p
O
PA
J

’i
s
f
 

q
d・令
d
q
d小
タ

ハ
hva－
J
a
q
B
f

官且、
f
d
n
ヨ
ιタ

弓’L
ノ’A
s
f

凋仏

2
Aソ
ハ
ヨ

ιタ

勾

fdAA，
n
u
s＋

phJ与
J
q
a
ι
グ

巧

I
4
J
r
D
s
f

。目、
r
n
u
ι
y

r
E
4
d
A
U
s－－
 

8
分
問
秒

、7
、T
q
y
y

《
、

4
J
a
a
τ
s＋

ヮ
f
十’

R
U小
y

・14J
A
H
V
S
＋

日
分
的
秒

，、
f
に

dι
少

7
一ラ
4
L
T

、3ネ
J
q
d
J
y

e
t－－
J
A
U
s
f
 

9
分
別
秒

n
u
、T
内

J
A
y

－
－
－

A
，，nv妥
S
1

2
子
4
小
Y

2
E
a
－d
「，，
aa
・8忌1
・

H
分
同
秒

3
3

、Tn
L
J
Y

E
－

2
手

9
分
幻
秒

A
U
‘トJ
円

L
ι
y

’i
rヲ
aq
s
f

つ
＆
ネ
d
Q
U
小
y

’i
r
ヲ’
i
s干

P
Dネ
J
弓
』
小

Y

1
＆
ん
ノ
n
u
s
f

u分
ロ
秒

、，、
f
d

勾’h
ダ

，‘．
24

吋，
aa
－Sふ
E

者

日

昭
和
訂
年
l
川
U
H（土
）

か
ら
M
H
（川
｝
ま
で
2
泊

臼

f
供
の
・
心
や
．叫
を
発
達
さ
せ
る
．
安
心糸

は
、
子
供
与
』
取
り
巻
く
殿
山
で
、
府
川児

が
成
功
す
る
か
火
敗
す
る
か
は
、
こ
の

府
地
の
良
し
必
し
に
か
か
っ
て
い
ま
す
a

そ
の
小
で
も
が
↑八
日
航
強
の
U
W料
力
を
も

っ
て
い
る
の
は
、
お
父
さ
ん
と
お
川
り
さ

ん
ふ
午
心
と
す
る
人
間
て
、
ぷ
村
、
動

作
、
パ
集
な
ど
の
も
つ
刺
激
の
掛
川
町
、

日眠
、
品川、料が、

W
H
児
の
す
べ
て
を
決
定

す
る
と
い
勺
て
も
パ
い
過
ぎ
で
は
あ
り

ま
せ
ん
ほ
と
ん
ど
の
お
川
り
さ
ん
は
、

「
供
が
生
ま
れ
る
と
ま
ず
支
犬
な
体
で

梢
気
や
代
我
を
さ
せ
ま
い
と
努
力
し
、

1
必
ぐ
ら
い
ま
で
は
、

体
の
こ
と
ば
か

り
に
%
を
配
リ
、
心
や
…仰
の
こ
と
や
」
h
L
U

れ
が
ち
だ
と
思
い
ま
す
。H
三
つ

f
の
魂

．
れ
ま
で
も
匂
と
お
わ
れ
る
よ
う
に
．
や

後
約
3
年
打
は
、
と
て
も
大
切
な
時
則

で
す
．
ニ
の
時
期
・
」
そ
、
お
父
さ
ん
お
付
さ

ん
が

f
供
の
受
け
て
い
る
刺
激
の
良
い
、

忠
い
を
判
断
し
、
良
い
物
だ
け
を
f
供

に
与
え
て
は
し
い
も
の
で
す
。
お
父
さ

ん
お
母
さ
ん
頑
張
勺
て
く
だ
さ
い
。

u
………R
A
…一滅
工
ι
以
一一行
…一康
一城
緬
机

第
mm
回
町
民

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

マ
男
子
一
郎

準

決

勝

山

崎

2
1
0
境

泊
一
区
2
｜
1
大
家
庄

決

勝

山

崎

2
｜
O
泊

一
区

マ
男
子
二
部

滋

決

勝

宮

崎

2
｜
O
五
箇
庄

大
家
庄
2
1
0境

決

勝

大

家

庄

2
1
0
寓

崎

マ
女
子
一
部

渉
決
勝
泊
二
区
2
1
0大
家
庄

泊
三
区
2
1
0
五
筒
庄

決

勝

泊

三

区

2
｜
O
泊
二
区

マ
女
子
二
部

準
決
勝
大
窒
圧
2
｜
O
泊
一
区

山

崎

2
1
0
泊
三
区

大
家
店
2
1
0
山

崎

決

月事

第

一
回
町
民

ピ
l
チ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

マ
男
子
の
線

中
決
勝泊
二
区
A

大
家
政
A

決

勝
大
家
げ
は
A

マ
女
子
の
部

椴
決
勝大
安
公
正
C

大
家
庄
D

2 2 
｜｜ 
0 l 

i(I /:•; 

E附

2
1
0
泊
二
区
A

2 2 
I I 
0 1 

大 i(I

た区
A C 

岨場

新わが
A
M
ス
キ
｜
州
場

泊

新

潟
県
妙
高
高
原
新
ぶ
介

「
コ
ル
チ
ナ
必
」

O
対
象
者
O
初
心
打
・
初
級
品
刊
・
中
級

vn 
o朝
日
町
内
に
川
似
ま
た
は

勤
務
す
る
析

。
会
日
れ
に
参
加
で
き
る
針

。

定

員

別

名

（山
中
込
み
附
）

。
参
加
費

2
万
円
（
似
谷
保
険
料
を

合
む
｝

議室

決

勝大
家
庄
C
2
1
1
大
家
庄
D

第
6
回
夜
間

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

マ
男
子
の
郵

渉
決
勝

三

浦

町

2
1
0
平

柳

A

治

水

町

2
1
0
殿
羽
ク
ラ
ブ

決

勝

三

浦

町

2
｜
1
消

マ
女
子
の
都

が
決
勝

背
業
ク
ラ
ブ

2
1
0
侠

中

本

町

2
1
0
荒

決

勝
行
楽
ク
ラ
ブ

2
1
0
中

水末今；

第
一
回
児
童
ク
ラ
ブ

ピ
l
チ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

マ
小
学
校
の
部

ホ
決
勝

松
泌
町

A
2
1
0
松
川
内
町

B

ぶ

川

B

2
1
1
西

町

ー
か
勝

松
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